
一

般

質

問

2019.7 第37 号 6議会だより

る
」
や
「
自
治
会
へ
の
資

源
ご
み
報
奨
金
が
減
少
傾

向
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
う

し
た
声
に
応
え
つ
つ
ご
み

排
出
の
傾
向
を
大
枠
で
把

握
す
る
た
め
に
、
資
源
ご

み
回
収
を
充
実
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

答　
平
成
29
・
30
年
度
の

可
燃
ご
み
は
増
加
傾
向
の

一
方
、
資
源
物
は
減
少
。

可
燃
ご
み
へ
の
混
入
や
、

大
型
店
舗
に
よ
る
店
頭
回

収
利
用
の
可
能
性
も
あ

る
。
資
源
物
の
収
集
回
数

は
、
最
大
月
４
回
ま
で
可

能
だ
が
、
利
便
性
向
上
の

た
め
加
え
て
常
設
型
資
源

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
検

討
し
た
い
。

資源ステーション　甲府市の場合

原電による住民説明会
（再稼働を懸念する多くの質問が出ました）

問 　資源ごみ回収の充実を
図っては

答 　常設型資源ステーションを検討　

問 　冷却機能喪失、
暴走までの猶予は

答 　100℃に達するまでに約 22日

工
事
は
事
業
者
の
経
営
上

の
判
断
。
コ
メ
ン
ト
は
差

し
控
え
る
。
何
よ
り
も
大

事
な
こ
と
は
、
住
民
の
意

向
把
握
で
あ
り
悩
ん
で
い

る
。
幅
広
い
年
齢
層
か
ら

意
見
を
聞
け
る
よ
う
な
場

を
つ
く
り
た
い
。

問　
国
に
８
兆
円
超
（
国

民
一人
当
た
り
約
７
万
円
）

の
借
金
を
し
て
い
る
東
電

が
、
１
，
７
４
０
億
円
の
債

務
保
証
を
す
る
意
向
と
の

こ
と
。
工
事
後
に
再
稼
働

に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
場

合
、
１
，
７
４
０
億
円
の
穴

埋
め
は
、
国
民
の
税
金
に
な

り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
。

答　
事
業
者
が
審
査
を
受

け
て
進
め
て
い
る
こ
と
。

自
治
体
の
首
長
と
し
て
住

民
の
安
心
安
全
を
ど
う
守

る
か
で
判
断
す
る
。

問　
「
最
近
資
源
物
量
が

減
少
傾
向
。
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い
る

か
」
と
の
声
が
あ
る
。　

答　
年
度
ご
と
の
変
動
は

あ
る
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

薄
肉
化
や
簡
易
包
装
化
な

ど
も
あ
り
、
排
出
量
は
減

少
に
転
じ
て
い
る
。
平
成

30
年
度
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
約
55
ｔ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
が
約

１
７
４
ｔ
で
、
ピ
ー
ク
時

比
で
そ
れ
ぞ
れ
約
66
％
、

約
48
％
に
減
少
。

問　
同
年
度
で
可
燃
ご
み

の
排
出
量
は
ど
う
か
。　

　
も
う
一
方
の
住
民
の
声

に
「
月
２
回
収
集
で
は
ゴ

ミ
袋
の
置
場
に
苦
慮
す

問　
福
島
第
一
原
発
で
は

稼
働
中
の
た
め
、
わ
ず
か

１
日
で
爆
発
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
東
海
第
二
原
発

は
８
年
以
上
冷
却
し
て
い

る
の
で
、
暴
走
し
始
め
る

ま
で
の
時
間
的
猶
予
は
十

分
あ
る
。
再
稼
働
を
目
指

す
工
事
と
廃
炉
に
向
か
う

安
全
対
策
工
事
で
は
工
事

費
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

原
電
は
、
自
立
調
達
で
き

な
い
１
，
７
４
０
億
円
も

の
経
費
を
か
け
て
、
再
稼

働
に
つ
な
が
る
工
事
に
取

り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

今
こ
そ
村
長
は
「
再
稼
働

は
で
き
な
い
」
と
意
思
表

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

１
，
７
４
０
億
円
の

大
お お

名
な

�美
み

恵
え

子
こ

　議員

みすずの会

恵
え

利
り

　いつ　議員


